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作),受信はMM-1塾 (明晶花究KK) 3台, アンテ
ナは≡素子八木Ty･7ナを使用した｡なお,浦野,1ヲ
ンスミック-の装72によゥて,サルに粒々の影響がある
と考えられるので.トヲンスミックーを装潜し,放飼し
てのち,3日日から調査を開始した｡
調査した群れは1952年から餌付けが行なわれている｡
現在では,日中のほとんどの時間を餌場である大泊の砂
浜とその周辺で過ごす｡夕方になると,大泊を離れて泊
り場へ移動していく｡調査期間中泊り場は一定していな
かっナニo
串良には,この群れ一群だけが生息し,群れの頭数は
76頭であった.オスは32頭で,そのうち4才以上のオス
は16頭であった｡追跡した個体は,群れに属していた6
才から9才までのオス6頭のうちの4頭である.なお,
8才,10才,11才のオスは全てソ1)クt)-として群れを
放れ,この年令屑を欠いていた.
連続追跡のできた期間は,サケは8月11日10時30分-
8月15日14時45分 (班,1,511分),マスは8月11日11時
lo於-8月13日16時20分 (班,895分),ポヲは8月15日
-45-
